
１．従来型図書館は崩壊する 

２．新しい図書館の役割 

３．クラウド化のインパクト 

４．今後の課題 

５．まとめ 

国士舘大学附属図書館  
事務部長 植田英範 

図書館がクラウドに乗ったら 
                 どう変わる？ 
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これだけの理由：１ 
大学図書館の経営難 ← ジャパンシンドロームで期待薄？ 

人口動態 平成22年(2010) 平成62年(2050) 

世界 69億900万人 91億1500万人 
          100年後→2110年は100億人に！ 

日本 1億2800万人（内18歳;122万人） 9,515万人（内18歳;77万人） 
           100年後→2110年は4,500万人に！ 

大学数 778校（国公;181/私立;597） ？ 校 

大学生数    284万人（国公;75万人/私立;209万人）    140万人？（国公+10私大で収容可） 
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これだけの理由：２ 
社会の変化/情報格差拡大に消極的で失望？ 

○情報爆発によるアクセス不能情報の問題 
  White Paper; デジタル・ユニバース 
 
○環境の違いによるアクセスの不整合 
  デバイスやネットワーク 
 
○スキルの違いによるアクセス格差 
  教育格差 
 
○世代間アクセストレンドの乖離 
  世代間断絶 
 
 

 これらは、コミュニケーションの不足因子。安心、平和の
混乱を招く新しい危機として捉える必要がある。← 既得
権益にリスクが潜む！ 

エッ！聞い
てくれる?? 
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これだけの理由：３ 
 
時代とのアンマッチ/ニーズの変化に対応が鈍い？ 
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知的生活環境が
変わる！ 

【強化・補完】 
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SLE: Social Learning Environment Consortium 
（クラウド基盤でRING＋SNS＋Networkの連携を現代的学習
環境に最適化） 

◆ 
■機関の活動成果物を公共知財として公開する情報
ネットワーク参画団体です。 
 
■生涯学習社会の教育基盤整備に貢献します。 
 

■公開コンテンツの著作権益のビジネスモデルを提
唱し、著作人材育成に貢献します。 
 

■参加団体知財の量的質的充実に相互協力し、価値
化に貢献します。 
 
■関連するICT基盤の機能・性能の向上に相互協力

し、次代に継承します。 

SLEコンソーシアムとは？ SLE当面の課題 

■コンソーシアムの設立 
 近々に参加申し込み受付、2012.4.1～順次
開設？ 

 
■BABELセンター、RINGセンター
の設置及び利用価格設定 
（希望的には¥10,000～150,000円/月） 
 

■サイトファインダー開発 
 ①自サイトのメタデータを分析し、 
多角形モデルにキーワード出現率を示すこと
でサイト特性を数値で表す。②検索キーワー
ドの分類位置から、それを検索する最適サイ
トを順位づける。 

 
■RDBなど他のツールとの横断検
索インターフェース開発 
 
■現行のチューニング 
 
■データ・キュレーション 
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図書館がクラウドに乗ったら どう変わる？ 

３．ＳＬＥコンソーシアムが展開する知的社会と秩序 

１．機関集合と基幹センターがもたらす情報革新 

２．多元横断検索で見えた 
   インフォメーションファインダー革新 

ご静聴有り難うございました。 


